
 

 

 

  
「たとえ病気や障害があっても、残された時間が長くなくても、日々の生活を楽しみ、最期まで自分

の人生の主人公として生きられる。そんな医療を実現したい」と、厳しいコロナ禍であっても、多職

種連携・チームケアを基に最前線で現状と向き合いつつ、他者へのリスペクトの姿勢も忘れることな

く、在宅医療医師として多方面にご活躍されている 医療法人社団悠翔会 理事長 佐々木 淳 氏 

をお招きし、アフターコロナ禍に向けての提言と介護職への励ましを語っていただきます。介護・医

療従事者のみならず、多方面からのご参加をお待ちしております。 

 

                                    

 

令和 4 年 第 14 回 一般社団法人京都府介護福祉士会 定期総会 

 

《 問い合わせ先：一般社団法人京都府介護福祉士会 》 
〒604-0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町 375 ハートピア京都 6階 （担当 小林） 

TEL：075-708-6461  FAX：075-708-6462  ＜申込締切 6/15(水)＞ 

Kinn  

京都府介護福祉士会事務局宛  ※切り離し不要 A4 サイズで送信してください。 

記念講演会 参加申込書 ＜ ＊会場   ＊オンライン（※メールアドレスご記入下さい） ＞ 

 

メールアドレス（PC受信可能なもの）                              
 

氏名              電話番号                ＜自宅・勤務先・携帯＞ 

       ） 

 

講 師： 医療法人社団悠翔会 理事長 佐々木 淳 氏              

 

日 時： 2022年 6月 25日（土）13：30 ～ 15：00 

 

場 所： オンライン 及び ハートピア京都 3階 大会議室  

 

参加費： 無料 （介護福祉士以外の職種も参加可能です） 

＊＊講師プロフィール＊＊ 

1973 年 京都府京都市生まれ。手塚治虫の『ブラックジャック』に感化され医師を志す。 

1998 年 筑波大学医学専門学群を卒表後、社会福祉法人三井記念病院に内科研修医として入職。消化器内科へ進む。 

2004 年 東京大学大学院医学系研究科博士課程に進学。在学中アルバイトで在宅医療に出会う。 

2006 年 大学院退学、在宅療養支援診療所を開設。 

2008 年  悠翔会として法人化し現職。 

現在、首都圏ならびに沖縄県（南風原町）に全 18 クリニックを展開。 

約 6,000 名の在宅患者さんへ 24 時間対応の在宅総合診療を行っている。 

数々のメディアに出演、直近では、著書「年をとったら食べなさい」が衝撃的なタイトルで話題となっている。 

 


